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『山口市文化財保存活用地域計画』 

文化財の保存活用に関する取組（措置） 

令和４年度 実施状況 

 

 

山口市教育委員会 

文化財保護課 

図 歴史文化資源の保存・活用に向けた措置の体系 

       ※詳しくは『山口市文化財保存活用地域計画』及び概要版をご参照ください。 

 

 

基本方針１ 歴史文化資源の把握と価値の共有 

施策（１）歴史文化資源の把握の推進 

(1)-ア 把握調査などの継続的な実施（措置１） 

 【措置１】 文化財把握調査の実施 

   築山神社、龍福寺、仁壁神社などの寺社所蔵の絵画、文書の調査をおこないました。（文

化財保護課） 
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(1)-イ 専門的調査等の実施（措置２～４） 

 【措置２】 詳細調査の実施 

   令和４年度未実施。 

 

 【措置３】 発掘調査の実施 

開発事業にともなう発掘調査５件、史跡整備事業にともなう発掘調査１件（凌雲寺跡）、

試掘調査３６件をおこないました（文化財保護課）。 

 

 【措置４】 文献等調査の実施 

   地域に残る資料の調査及びレファレンス対応をおこないました。郷土出身の文学者・和

田健氏の資料について、山口県立大学との共同研究をおこないました（文化交流課）。 

 

(1)-ウ 歴史文化資源のデータベース化（措置５） 

 【措置５】 データベースの公開 

文化財把握調査のデータを整理し、山口市ＨＰサブサイト「山口市の歴史文化資源」で

の公開や修正をおこないました（文化財保護課）。 

  

施策（２）情報発信と価値の共有化 

(2)-ア 調査・研究成果の公開・活用（措置６） 

 【措置６】 調査・研究成果の公開 

『山口市文化財年報16』と発掘調査報告書『史跡周防   

鋳銭司跡２』を刊行しました。史跡凌雲寺跡の発掘調査 

の現地説明会をおこないました（文化財保護課）。 

 

(2)-イ 市民へ向けた情報発信の充実（措置７～12） 

 【措置７】 講座・講演会の実施 

大内氏歴史文化研究会シンポジウム「築山跡と大内教

弘」を開催しました。参加者200人（文化財保護課）。 

阿東地域の長門峡をテーマにした講座を開催しまし

た。子供向け45人、大人向け10人（文化財保護課）。 

   山口ヒストリア講演会６「陶晴賢と厳島の戦い」、７「大

内義弘と室町幕府」を開催しました。参加者203人、182

人（文化交流課）。 

 

 【措置８】 広報誌等の発行 

情報誌『彩都山口』を発行しました（企画経営課）。 

広報誌『山口ヒストリア』の発行や『大内氏がわかる本（興亡編）』の刊行をおこないま

した（文化交流課）。 
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 【措置９】 地域資料の収集・公開 

   歴史民俗に関する図書など地域資料を収集・公開しました（中央図書館ほか）。 

 

 【措置10】 説明板・案内板の設置 

   指定等文化財の看板設置・修繕を計６件おこないました（文化財保護課）。 

  

 【措置11】 散策コースの設定 

  長門峡を対象とした「長門峡ウォークラリー」、阿東地域の名勝

等をめぐる「阿東おでかけクイズラリー」を開催しました。参加者

330人、344人（文化財保護課）。 

  

【措置12】モデル事業の実施 

   阿東地域の長門峡を対象とした講座やラリーイベントを

開催しました。（措置7・措置11に記載） 

  

(2)-ウ 学校教育における学習機会の充実（措置13） 

 【措置13】 学校における郷土学習の実施 

市内の文化財展示施設において、小・中学校による郷土

学習・体験学習を受け入れました（文化財保護課・文化交

流課・観光交流課・ふるさと産業振興課など）。 

山口市歴史民俗資料館 ７件・438人 

小郡文化資料館   ７件・473人 

鋳銭司郷土館  10件・227人 

 いぐらの館  ２件・150人 

徳地文化伝承館  ４件・99人 

   各学校において、郷土学習がおこなわれています（学校教育課）。 

   

 

基本方針２ 歴史文化資源の保存とまちづくりへの活用 

施策（３）適切な保存整備の推進 

(3)-ア 適切な指定等の推進（措置14） 

 【措置14】文化財の指定・登録 

   陶地域にある正護寺の「木造釈迦如来坐像及び両脇侍像」が

市有形文化財に指定されました（文化財保護課）。 

   木造釈迦如来坐像及び両脇侍像  令和５年１月11日指定 
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(3)-イ 指定文化財の修理等の推進（措置15～18） 

 【措置15】 指定文化財の維持管理 

   地域で所有する文化財維持管理に対する支援や、文化財のうち市有地の文化財（史跡・

建造物など）についての維持管理をおこないました（文化財保護課）。 

   

 【措置16】 指定文化財の保存修理 

   文化財所有者がおこなう有形文化財の保存修理や防災

施設保守点検・維持管理等などに対して補助をおこない

ました。瑠璃光寺防災施設整備補助・瑠璃光寺保存修理補

助・今八幡宮防災施設整備補助・今八幡宮保存修理補助・

常栄寺庭園保存修理補助ほか（文化財保護課）。 

   史跡大内氏遺跡附凌雲寺跡のうち築山跡及び高嶺城

跡で樹木伐採をおこないました（文化財保護課）。 

 

 【措置17】 文化財保護指導員による巡視の実施 

  山口県文化財保護指導員３名・山口市文化財保護指導員 10 名による巡視を毎月おこない

ました（文化財保護課）。 

  

【措置18】 無形民俗文化財等の保存団体への支援 

  指定を受けている無形民俗文化財等の保存伝承活動に対して10件（285千円）の補助をお

こないました（文化財保護課）。 

 

(3)-ウ 活用に向けた整備の推進（措置19） 

 【措置19】 史跡等の活用に向けた整備 

史跡大内氏遺跡築山跡（隣接地含む）および史跡周防灘

干拓遺跡名田島新開作南蛮樋の整備工事をおこないまし

た。史跡周防鋳銭司跡の保存活用計画の策定をおこない

ました（文化財保護課）。 

 

施策（４）危機管理の推進 

(4)-ア 所有者・管理者・市民等に対する意識啓発（措置20・21） 

 【措置20】 危機管理に関する情報の提供 

   文化庁作成の文化財防火デーのポスターを所有者宛てに送付しました（文化庁・文化財

保護課）。 

 

 【措置21】 消防訓練の実施 

   文化財防火デーに伴い、市内の文化財建造物の立入調査をおこないました（山口市消防

本部）。消防訓練は実施している社寺もありますが、消防本部と合同での訓練は実施されて

いません。 
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(4)-イ 防災・防犯体制の充実（措置22） 

 【措置22】 防災施設の整備 

   国宝瑠璃光寺五重塔及び今八幡宮の防災施設整備に対して補助をおこないました（文化

財保護課）。 

 

(4)-ウ 災害の歴史から学ぶ教訓の活用（措置23） 

 【措置23】 災害に対する情報の提供 

   地域計画では、令和５年度以降に取組むこととしています。 

 

施策（５）歴史文化を生かしたまちづくり 

(5)-ア 地域の魅力向上に向けた取組の推進（措置24～27） 

 【措置24】 関連文化財群の磨き上げ 

   長門峡名勝指定 100 周年記念事業の内容や、次年度の

歴史文化資源の活用事業について山口市文化財保存活用

推進会議で検討をおこないました（文化財保護課）。 

 

 【措置25】 歴史文化等に関する検定の実施 

   「やまぐち歴史・文化・自然検定」を実施し初級から上級に104名

が参加されました（山口商工会議所）。 

「おごおり検定」を実施し、10名が参加されました（おごおり地

域づくり協議会）。 

 

 【措置26】 歴史的なまちなみの保全 

   大内文化特定地域のまちなみ景観を保全・形成・活用する地域主

体のまちづくりの取組を支援したほか、令和３年度に実施した

町屋調査事業の結果をふまえ、町屋再生活用にかかる制度設計

の検討を進めました（文化交流課）。 

大内文化特定地域内のまちなみ保全を目的とした公共空間の整備として、道路美装化に

係る設計をおこないました（都市整備課）。 

大内文化特定地域に新規出店する事業者に対し、経費の一部を補助しました。店舗外観

は歴史的町屋景観を活かしました（ふるさと産業振興課）。 

 

 【措置27】 歴史文化による市のブランディング 

   大内文化やクリスマスなど、山口市固有の歴史文化を活用した観光ブランディング活動

を NPO 法人や民間事業者と共同でおこないました（観光交流課・NPO 法人・民間事業者）。 
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(5)-イ 国内外への情報の発信（措置28～34） 

 【措置28】 史跡等ガイダンス機能の整備 

   大路ロビーにおいて資料展示３回、築山跡史跡公園で

の遊び体験及び史跡巡りスタンプラリーのイベント１回

をおこないました（文化財保護課）。 

 

 【措置29】 関連文化財群についての情報発信 

   山口市ウェブサイトや山口市文化財保護課公式ツイ

ッターなどを活用し、関連文化財群についての情報発信をおこないました（文化財保護課）。 

 

 【措置30】 ウェブサイトによる情報発信 

   各課が所管する業務に関する情報発信をおこないました（文化財保護課・文化交流課・

観光交流課・山口観光コンベンション協会ほか）。 

 

 【措置31】 SNSによる情報発信 

文化財保護課が実施するイベントや事業のほか、歴史文化を身近に感じる情報について

発信しました（文化財保護課）。 

 

 【措置32】 海外への誘客の促進 

東アジア及び東南アジア、欧米豪を対象とした誘客プロモーションを実施しました（観

光交流課）。 

 

 【措置33】 市外県外及び首都圏への情報発信 

大内文化や明治維新など山口市の特色や強みとなるテーマを活用した都市ブランドの構

築を目指し、市外県外及び首都圏への情報発信を通じたシティーセールスに取り組みまし

た。ホームページ・情報誌等を活用した情報提供の回数５回（企画経営課）。 

 

 【措置34】 自治体連携による情報発信 

   歴史文化を生かしたまちづくりに係るワークショップ

を開催しました。ガーデンツーリズム「雪舟回廊」の周知

促進に取り組みました（文化交流課）。 

「東大寺サミット2022 in山口」を開催し、東大寺ゆか

りの 15 自治体の首長が一堂に会して交流を深めました。

参加者550人（徳地総合支所地域振興課）。 

 

 (5)-ウ 歴史文化資源を活用した、交流と賑わいの創出

（措置35～41） 

 【措置35】 歴史文化資源を活用したイベントの実施 

長門峡を対象とした講座やラリーイベント、阿東地域の名勝をめぐるラリーイベントを

開催しました。築山跡史跡公園の開園式典及びオープニングイベントを開催したほか、関
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連イベントとしてシンポジウムや特別企画展を開催しました（文化財保護課）。 

築山跡史跡公園のオープンと連動し、大内文化や関連史跡のＰＲ、大内文化ゾーンの賑

わい創出、周遊促進を目的とした「ぐるり！大内文化ゾーン築山跡史跡公園オープン記念

事業」をおこないました（文化交流課）。 

 

 【措置36】歴史文化の回遊・滞留機能の強化 

   築山跡史跡公園のオープンと連動し、大内文化や関連史跡のＰ

Ｒ、大内文化ゾーンの賑わい創出、周遊促進を目的とした「ぐる

り！大内文化ゾーン築山跡史跡公園オープン記念事業」をおこな

いました（文化交流課）。 

   ふるさと伝承総合センター「まなび館」を活用し、伝統工芸品

等の情報発信を行うイベントを開催しました（ふるさと産業振興

課）。 

   地域資源を活用した周遊促進を図るため、阿東地域では

サイクルツアー、徳地地域では歴史や農産物を活用したツ

アーをおこないました。南部地域の歴史・文化を活用した

交流事業をおこないました（農山村づくり推進課）。 

 

 【措置37】 歴史的建造物の公開活用 

   歴史的建造物の公開・活用をおこないました（文化財保護課・文化交流課・ふるさと産

業振興課）。 

  

 【措置38】 展示施設における歴史文化資料の展示公開 

   市内の展示施設で展示公開をおこないました（文化財保護課・文化交流課）。 

   歴史民俗資料館 年間入館者4,588人 

新収蔵資料展 令和元年度～令和３年度  

令和４年４月16日～同５月22日 

    企画展「獅子頭 つながる人と郷土」 

令和４年６月７日～同８月７日 

    企画展「発掘速報展2022」 

令和４年８月18日～同９月19日 

    企画展「探求！築山跡 大内氏のもうひとつの居 

館」・「発掘された大内文化 京都文化と大陸文化の融合・昇華」 

令和４年10月６日～同12月 11日 

    企画展「内海ツールズ 海で使われた道具たち」令和５年１月４日～同３月26日 

   小郡文化資料館 年間入館者5,365人 

    企画展「山頭火と小郡農学校」令和４年３月５日～同５月22日 

    企画展「染色作家 藤津八重子回顧展」令和４年10月 

   鋳銭司郷土館 年間入館者2,775人 

   徳地文化伝承館 年間入館者4,194人 
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   阿知須「いぐらの館」 年間入館者7,640人 

十朋亭維新館 年間入館者 26,753人（展示室入館者2,264人） 

 企画展「伊藤博文から大杓子を贈られた男 萬代利七、幕末明治を駆け抜ける！」 

令和４年４月１日～同７月４日 

企画展「学びと遊びの幕末維新」令和４年７月６日～同９月26日 

企画展「十朋亭を愛した元勲・山県有朋～没後100年記念企画～」 

令和４年９月28日～同12月 19日 

企画展「萬代家のおもてなし」令和４年12月 21日～令和５年３月27日 

   山口市菜香亭 年間入館者 19,119人 

企画展「菜香亭に集いし人の花押」令和４年３月２日～同５月30日 

企画展「菜香亭のイッピン」令和４年６月１日～同７月11日 

企画展「大内氏の年中行事」令和４年７月13日～同９月12日 

（ぐるり！大内文化ゾーン 築山跡史跡公園オープン記念事業） 

企画展「菜香亭に伝わる狩野派展」令和４年９月14日～同10月 10日 

（ぐるり！大内文化ゾーン 築山跡史跡公園オープン記念事業） 

企画展「山田顕義」令和４年10月 12日～同12月 26日 

企画展「2023年を漢字一字で表す書道展」令和５年１月４日～同２月27日 

企画展「酔有宜～山口の酒と菜香亭～」令和５年３月１日～同５月29日 

 

 【措置39】 歴史文化を生かした交流事業の実施 

   山口市南部の秋穂・秋穂二島・名田島地域に伝わる秋穂八十八箇所霊場の巡礼文化をテ

ーマに、「作る・味わう・歩く」がセットになったツアー「シェ・アイオ」をおこないまし

た（定住促進課・山口観光コンベンション協会）。秋穂地区：令和４年11月 13日 

   日本人市民と外国人市民を対象とした大殿地域周辺のウォークラリーイベントをおこな

いました。参加者15名（国際交流課）。 

 

 【措置40】 伝統芸能や伝統工芸を体験する機会の創出 

   全国の地域伝統芸能団体が一堂に会し公演をおこなう

「地域伝統芸能全国大会」を開催しました。令和４年 10

月８・９日。来場者6,700人（文化交流課）。 

山口ふるさと伝承総合センターにおいて、大内塗の体験

や講座等を開催し、伝統工芸等に触れる機会を提供しまし

た（ふるさと産業振興課）。 

山口鷺流狂言定期公演を開催しました（山口鷺流

狂言保存会）。日時：令和４年11月 12日。 

 

 【措置41】 伝統工芸の継承等への支援 

   山口ふるさと伝承総合センターにおいて、伝統産業の継承を支援しました（ふるさと産

業振興課）。 
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基本方針３ 歴史文化資源の保存と活用を支える仕組みづくり 

施策区分（６）保存活用の担い手づくり 

(6)-ア 担い手の育成（措置42～44） 

 【措置42】 観光ガイド等の育成 

   会員のボランティアガイドを対象に、研修をおこないました（山口市観光ボランティア

ガイドの会） 

   徳地観光ボランティアガイド育成講座を開催しました（山口観光コンベンション協会徳

地支部）。 

 【措置43】 講習会の開催 

   担い手の育成を目的とした講習会は開催していません。 

 

【措置44】地域づくりを担う人材の育成 

地域づくり協議会を始めとする地域コミュニティのリーダーを対象に、他地域の取組事

例や課題を共有する研修会を開催しました。地域での会議等に地域アドバイザーを派遣し、

アドバイスをおこないました（協働推進課）。 

 

(6)-イ 市民による保存・活用を支援する仕組みの検討（措置45～47） 

 【措置45】 支援制度の創設 

   地域計画では、令和５年度以降に取組むこととしています。 

 

 【措置46】 地域が行う歴史文化を生かした活動への支援 

   地域づくり計画に基づき行われる地域振興などの活動

に交付金を交付しました（協働推進課）。 

 【措置47】 歴史講座等への講師の派遣 

   小・中学校への出前授業・社会人向けの歴史講座・専門

家向けの研修・歴史文化イベントなどに対し、文化財保護

課職員を講師として派遣しました（文化財保護課）。 

 

 

 (6)-ウ 関係者のネットワークづくりの検討（措置48～50） 

 【措置 48】 歴史文化を生かしたまちづくりを推進するワークショップ・シンポジウム等の

開催 

   市内で歴史文化資源を活用したまちづくりに取り組む団体等を対象に、「歴まちミーテ

ィング」を開催しました（文化交流課）。 

 

 【措置49】 関係者が情報共有を行う場の設置 

   地域計画では、令和５年度以降に取組むこととしています。 
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 【措置50】 （仮称）山口市文化財保存活用計画協議会の設置・運営 

   「山口市文化財保存活用推進会議」及び「山口市文化財保存活用評価会議」を開催しま

した（文化財保護課）。 

 

重点事業に対する取組み 50の措置から再構成 

（１）大内氏関連の歴史文化資源の活用推進 

・史跡大内氏遺跡の凌雲寺跡で第11次発掘調査をおこない、現地説明会を開催しました【措

置３・６】。 

・大内氏歴史文化研究会シンポジウム「築山跡と大内教弘」を開催しました【措置７】。 

・『大内氏がわかる本（興亡編）』の刊行や、ウェブサイトやSNSなどによる情報発信をおこ

ないました【措置８・29・30・31】。 

・国宝瑠璃光寺五重塔・国重要文化財今八幡宮の保存修理や防災施設整備に対し補助をおこ

ないました【措置16・22】 

・史跡大内氏築山跡の整備工事をおこないました【措置19】。 

・築山跡史跡公園の開園式典及びオープニングイベントをおこなうとともに、大内文化ゾー

ンのにぎわい創出や周遊を目的とした「ぐるり！大内文化ゾーン築山跡史跡公園オープン

記念事業」をおこないました【措置28・35・36】。 

・歴史民俗資料館や大路ロビーで、大内文化に関する展示をおこないました【措置28・38】。 

 

（２）中山間・南部地域の歴史文化資源の磨き上げ、発信 

・『史跡周防鋳銭司跡２』を刊行しました【措置６】。 

・長門峡を対象にした講座やラリーイベント、阿東地域を対象にしたラリーイベントを開催

しました【措置７・11・12・35】 

・広報紙等や、ウェブサイトやSNSなどによる情報発信をおこないました【措置8・29・30・

31】。 

・陶地域にある正護寺の「木造釈迦如来坐像及び両脇侍像」が市有形文化財に指定されまし

た【措置14】。 

・史跡周防灘干拓遺跡名田島新開作南蛮樋の保存修理工事、史跡周防鋳銭司跡の保存活用計

画の策定をおこないました【措置19】。 

・「東大寺サミット2022 in山口」を開催しました【措置34】。 

・阿東・徳地・南部地域での地域資源を活用した周遊促進を図るため、歴史や農産物を活用

したツアーや交流事業をおこないました【措置36】。 

・歴史民俗資料館や小郡文化資料館で、南部地域に関連する展示をおこないました【措置38】。 

 ・秋穂八十八箇所霊場の巡礼文化をテーマとしたイベント「シェ・アイオ」を実施しました

【措置39】。 
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成果指標の達成状況（地域計画88頁参照） 

 

※山口市まちづくりアンケート・山口県観光客動態調査の説明を追記 


